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⽴正⼤学データサイエンス学部
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⾃⼰紹介（DS学部ウェブサイト） https://www.ris.ac.jp/ds/staff/009_isao-
takabe.html
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本⽇の講演概要

6

 【前置き】公的統計・公的統計ミクロデータの概要
 合成データ（Synthetic data）の概要・活⽤事例
 公的統計ミクロデータなどを基にした合成データの

試作・作成事例（中⼩企業データ・世帯データ）
⇒本物のデータを⼀部⽋損させて補完する⼿法

 公的統計分野への活⽤可能性
○教育・研修⽤データ

・データのイメージ把握
・公的統計の学習⽤データ

○開発・検証⽤データ
・アプリ開発のテスト⽤データ
・集計プログラムのテスト⽤データ
・⽋測値補完の⼿法検証⽤のデータ

⾃⼰紹介（⽴正⼤学学園新聞）

【担当科⽬】
 ＡＩ⼊⾨Ⅰ・Ⅱ
 統計調査法
 社会調査の設計と実査
 社会調査実習Ⅰ・Ⅱ

【専攻分野】
 公的統計，経済統計
 統計調査，社会調査
 EBPM（Evidence Based 

Policy Making:
データに基づく政策⽴案）

 統計科学，Data Science

【その他】
 総務省，内閣官房，和歌⼭県

などの有識者委員・⾮常勤研
究員等に従事

 統計検定、専⾨社会調査⼠、
ディープラーニングＧ検定な
どDS関連の資格多数取得

https://www.ris.ac.jp/introduction/outline_of_university
/public_relations/newspaper/152.pdf
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「公的」統計とは…
統統計計法法 [[平平成成十十九九年年法法律律第第五五十十三三号号]]

第第二二条条（（定定義義））

３３ ここのの法法律律ににおおいいてて「「公公的的統統計計」」ととはは、、行行政政機機関関、、

地地方方公公共共団団体体又又はは独独立立行行政政法法人人等等がが作作成成すするる統統計計をを

いいうう。。
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公的統計ミクロデータ（調査票情報）
 国の⾏政機関が実施した統計調査の結果について、調査対象の秘密
の保護を図った上で、世帯単位や事業所単位といった集計する前の
個票形式のデータ（ミクロデータ，調査票情報 ）を提供

 ミクロデータ（調査票情報）を⽤いることで、研究者の⽅々は、
より⾃由で多様な分析を⾏うことが可能となるため、新たな発⾒に
つながることが期待（EBPMの観点からの利⽤等）

ミクロデータ（調査票情報）

（※上図は擬似データ）
「政府統計の総合窓⼝（e-Stat）」
https://www.e-stat.go.jp/

⾏政機関に
よる

集計・公表

ミクロデータ
（調査票情報）
を⽤いることで、
より⾃由・多様
な分析が可能

（ミクロデータ利⽤ポータルサイト”miripo”から引⽤
https://www.e-stat.go.jp/microdata/） 10

統計法の⽬的（第⼀条）

第第一一条条（（目目的的））

ここのの法法律律はは、、公公的的統統計計がが国国民民ににととっってて合合理理的的なな

意意思思決決定定をを行行ううたためめのの基基盤盤ととななるる重重要要なな情情報報ででああ

るるここととににかかんんががみみ、、＜＜中中略略＞＞ももっってて国国民民経経済済のの健健

全全なな発発展展及及びび国国民民生生活活のの向向上上にに寄寄与与すするるここととをを目目

的的ととすするる

※※（（参参考考））旧旧統統計計法法 [[昭昭和和二二十十二二年年法法律律第第十十八八号号]]

（（法法のの目目的的））

第第一一条条 ここのの法法律律はは、、統統計計のの真真実実性性をを確確保保しし、、統統計計調調査査のの重重複複をを

除除きき、、統統計計のの体体系系をを整整備備しし、、及及びび統統計計制制度度のの改改善善発発達達をを図図るるこことと

をを目目的的ととすするる。。
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公的統計ミクロデータのオンサイト利⽤

12

（ミクロデータ利⽤ポータルサイト”miripo”から引⽤
https://www.e-stat.go.jp/microdata/）

公的統計ミクロデータのオンサイト利⽤

11（https://www.e-stat.go.jp/microdata/sites/default/files/share/data-use/onsite_intro.pdf）
（総務省統計データ利活⽤センター「オンサイト利⽤のご案内」から引⽤）

（44）



分析結果を持ち出す際の審査

14

統計的マッチングやパネルデータの作成による
情報量の増加、利便性の向上
※有⽤なデータの作成には膨⼤な試⾏錯誤(探索)が必要
※分析結果の秘匿性(安全性)の確保が必要
⇒オンサイト利⽤により探索的な分析と安全性の確保を実現

13

公的統計ミクロデータのオンサイト利⽤
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輸出⼊申告データのオンサイト利⽤

16（輸出⼊申告データを活⽤した共同研究の公募について（第４期））
（財務省https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/kyoudou/index.html）

輸出⼊申告データのオンサイト利⽤

15（輸出⼊申告データを活⽤した共同研究の公募について（第４期））
（財務省https://www.mof.go.jp/about_mof/councils/kyoudou/index.html）

（46）



匿名医療保険等関連情報データベース【NDB】のオンサイト利⽤

18（【NDB】匿名医療保険等関連情報データベースの利⽤に関するホームページ「NDBの利⽤を検討している⽅へのマニュアル」）
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/reseputo/index.html）

匿名医療保険等関連情報データベース【NDB】のオンサイト利⽤

17（【NDB】匿名医療保険等関連情報データベースの利⽤に関するホームページ「NDBの利⽤を検討している⽅へのマニュアル」）
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/reseputo/index.html）
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合成データとは
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合成データとは
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合成データとは

 機械学習には膨⼤なデータが必要
⇒膨⼤なデータを準備するのはコスト・時間がかかる
⇒セキュリティ・プライバシー上の問題もある

 ⼤学の研究機関やAI開発企業が研究⽤途に公開している画
像・テキストデータ
⇒データの偏り（バイアス）などの問題

 これらの課題に対処するために「合成データ（Synthetic 
Data）」が⽤いられる
⇒本物のデータを模して作成された⼈⼯的・擬似的な

データ
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合成データとは
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合成データとは
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合成データとは

https://www.jmra-net.or.jp/activities/trend/international/20250121.html
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合成データとは
 合成データは，元になるデータからその分布特性が近似する

ように属性値を新たに⽣成することによって作成され，個体
情報の秘匿性が確保されたミクロレベルの擬似的なデータと
位置付けられる（Templ（2017, p.157））．

 海外では，公的統計を対象にした合成データの⽅法論に関す
る様々な適⽤事例が存在する．

 欧州統計局（Eurostat）︓EU-SILCにおいて，統計的なモ
デルに基づくシミュレーションによる合成データの⽣成技法
を⽤いて⼀般公開型ファイル（Public Use File＝PUF）を
作成・公開している（伊藤（2018））．

 Rの合成データ作成⽤のパッケージであるsynthpop
（Nowok et al.（2016））の提供

経済学論纂（中央⼤学）第64巻第3・4合併号（2024年1⽉）
「わが国の公的統計における合成データの展開可能性に関する⼀考察―事業所・企
業系の統計調査を例に」伊藤伸介・横溝秀始
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合成データの重要性

28

①プログラムテスト⽤データとしての活⽤
 公的統計ミクロデータの利⽤申請を⾏う前に

データの利活⽤のイメージを把握（※オンサイト利⽤）
 各種のアプリケーションの開発・テスト
 匿名加⼯情報等の作成におけるニーズの事前把握 など

②データを利⽤した教育への活⽤
 経済・社会の計量モデルは、個⼈・企業等を単位

としているものが多い（重回帰分析など）
⇒ 集計データではないレコード単位のデータの重要性
⇒ 元データと結果がそれほど変わらないのが望ましい

 複雑な⼿続きを必要とせず⾃由に利⽤できるデータ
の重要性

合成データとは

https://www.jmra-net.or.jp/activities/trend/international/20250121.html 27
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⼀般⽤ミクロデータ

30

（「⼀般⽤ミクロデータ（仮称）の作成及び利活⽤について」
（2015年度統計関連学会連合⼤会）から引⽤）

⇒ 変数間（離散・連続）の関係（回帰モデル）
を考慮した疑似データの作成が課題

 現⾏の制度上、ミクロデータから直接的にレコード単位の
疑似データを作成・提供することはできない

 中間的な集計表を公表し、そこから疑似データを作成

疑似データの重要性（教育への活⽤）

29
「数理・データサイエンス・AI（リテラシーレベル）モデルカリキュラム」
（2020年４⽉、数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム） から引⽤

（53）



 ⾃分のPCやインターネット上のプログラムの利⽤
 書籍やインターネットで調べた結果の実⾏

⇒ オンサイト施設では困難

合成データがあれば、
事前に練習・テスト
が可能

プログラム送付型
リモートアクセス
⽅式なども…

合成データの重要性（プログラムテスト⽤）
オンサイト施設

32

一一般般用用ミミククロロデデーータタ

匿名データ

ミクロデータ
研
究
目
的

（
学
術
論
文
等
）

教
育
目
的

（
授
業
・
演
習
等
）

分析用データ（教育・研究） ・数万レコード以上。
分析にはある程度の技術が必要

・高度な回帰分析や多変量解析の
適用が可能。

・教育・研究用（修士・学部）
・世帯・事業所単位であり、計量
経済分析に利用可能

・数十万・数百万レコード以上
研究用

・欠測値も含むため、データク
リーニングも含め、分析には
かなりの程度の技術が必要

・学術論文
STEP UP

STEP UP

・擬似的なデータ
・ある程度の量（数千～数万レ
コード）を前提とした推定プログ
ラム（R,SAS等）のテストデータ
・教育用（学部）

マッチングしたミクロデータ

分析用データ（研究・応用）
・さらなる分析用に作成するもの
研究・応用的な分析用

・学術論文

分析用データ（研究）

練習用データ（教育）

（異なるデータの結合）

公的統計ミクロデータの概要

31
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データ共有の課題
 統計的マッチングが想定している状況（データの共有）

 各オンサイトでは、法令・指針等により、
データそのものの持出し・共有は不可
⇒各オンサイトの全てのデータ・変数を⽤いた
データの結合や分析は不可能

オンサイト
施設Ａ

オンサイト
施設Ｂ

34

オンサイト利⽤におけるデータ共有の課題

33

オンサイト
施設Ａ

オンサイト
施設Ｂ

 統計的マッチングが想定している状況（データの共有）

データ

データ

データ データ

 結合したデータを⽤いてモデルを推定・分析
 世帯の様々な情報を⽤いた経済・社会・医療に関する分析
 企業の⽣産性に関する情報と財務諸表に関する情報を組み合わせた分析
 アンケートデータとPOSデータ（レシート情報）を組み合わせた

マーケティングに関する分析

（公的統計ミクロデータ） （⾏政記録情報）

（55）



疑似データの重要性（ニーズ把握）

36

35

オンサイト
施設Ａ

オンサイト
施設B

オンサイト利⽤におけるデータ共有の課題

疑似
データ

疑似
データ

元のデータの構造をある程度保持した疑似データの共有

データ
保有者Ａ

データ保
有者Ｂ

（56）



Synthetic Data

38

 ⼀部のレコードを⼈⼯的に⽋測させ回帰モデル、
ロジットモデル等により逐次的に疑似データを作成

⇒変数間の関係を保持したデータの作成が可能
（Rのパッケージも提供されている（“synthpop”））

「「疑疑似似市市民民デデーータタ」」をを活活用用ししたたアアイイデデアアソソンンのの開開催催
茨茨城城県県
つつくくばば市市

 街づくりのアイデアや地域課題の解決法を広く募るアイデアソンのイベントを開催
 課題解決の検討には住民データを参考に作成した疑似データなどを活用

市⺠が⾃ら課題解決を考えていく、ディスカッションと解決策
提案の機会を提供することを⽬的として開催

⾃治体の中でしか検討することができない詳細なデータに基づくディスカッ
ションが可能に

地域課題解決のアイデアソン開催 地域貢献につながるアイデアの創出

＜65歳⼈⼝/10歳以下⼈⼝
を可視化＞

＜年齢と重度介護者割合の相関＞

＜活⽤データ＞ 国勢調査、国⼟数値、つくば市オープンデータ、
住⺠基本台帳データ、レセプトデータ、健診結果情報 等

※疑似データのため結果は
現状に沿っていません。

・アイデアソンでは、⽇常⽣活圏域（中学校区）ごとにクラスター分析する
ことに着眼し、⾮識別加⼯情報で推奨される匿名加⼯よりも⾮常に強いノ
イズやスワップを⼊れる加⼯を施し、疑似データ(⾮個⼈情報)を作成

・参酌データ(元データ)とは全く違うデータだが、クラスターごとの集計や⽐
率は同じになるように、専⾨家の意⾒を取り⼊れて、ノイズ加⼯を施した。
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＜⾏政区別年齢別
⼈⼝データから
コーホート分析>

・2019年度テーマ︓⾼齢者福祉に関わる課題解決
・市⺠、企業、⼤学、⾏政関係者など、延べ86名が参加
・GISやExcelを使った疑似データの可視化、相関・回帰分析の⼿法等に
よりデータ活⽤を検討

＜挙げられたアイデア例＞
・ひとり暮らし⾼齢者の困りごと解決
・多世代コミュニケーションの場
・助けられる⼈と助ける⼈のマッチング
・動ける⾼齢者の活躍

<期待される効果＞
⾃治体だけでは思いつかないアイデア
を市職員が持ち帰り政策⽴案にいかす
循環が⽣まれる強固な体制を構築

【特別賞】

37

参考︓データ利活⽤に係る地⽅公共団体表彰
（第５回（２０２０年度））

総務省報道発表資料（令和2年10⽉19⽇）から引⽤

（57）



Synthetic Data【再掲】

40

 ⼀部のレコードを⼈⼯的に⽋測させ回帰モデル、
ロジットモデル等により逐次的に疑似データを作成

⇒変数間の関係を保持したデータの作成が可能
（Rのパッケージも提供されている（“synthpop”））

１．⾃⼰紹介・本⽇の講演概要
２．公的統計ミクロデータの概要
３．合成データ（Synthetic Data）の概要
４．合成データの作成の事例
５．合成データの活⽤可能性

39
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合成データの試作①（中⼩企業データ）
 商⽤データ(平成24年２⽉分)
 ある県のデータを使⽤
 サイズ︓7,558レコード
 連続変数︓

・従業員数（対数変換）
・売上⾼（対数変換）
（※資本⾦は使⽤しない（特定の値に集中、後述））

 離散変数︓
・産業（建設業、製造業、⼩売業、それ以外）
・地域（３地域）
・経営組織（株式会社、有限会社）
・開設年（〜1984年, 1985年〜1994年, 1995年〜）

42

疑似データの作成⽅法

41

 ただし現⾏制度上、ミクロデータから直接的に
レコード単位の疑似データを作成・提供できない
⇒ 現⾏の制度に合わせた形でSynthetic Data

を作成するための⼯夫が必要

 本研究では、事前に集計・推定した統計表とモデル
の結果を基に、Synthetic Dataの⽅法に基づいて
疑似データを作成する⽅法について検討
⇒ どのような集計結果、モデルの結果を公表すれば、

秘匿性を確保した上で、元データの構造を保持
した疑似的なデータが作成できるかを検討

（59）



試⾏データの作成結果
従業者数 売上⾼

元データ 疑似データ 元データ 疑似データ

44

データ作成の流れ
 周辺分布（地域(3)×産業(4)）の集計

建設業 製造業 卸・⼩売業 左記以外
地域１ 1065 748 645 512
地域２ 935 508 831 827
地域３ 389 357 466 275

 上記の周辺分布に合うような（地域・産業に属する）
7,558レコードを⽣成

 元データから事前に推定したモデルで変数を逐次的に推測
(1) 地域・産業から経営組織を推測【２項ロジット】
(2) 地域・産業・経営組織から開設年を推測【多項ロジット】
(3) 地域・産業・経営組織、開設年から従業者数を推測【重回帰】
(4) 地域・産業・経営組織、開設年、従業者数から

売上⾼を推測【重回帰】
※(1)・(4)︓重回帰の残差から中央値(MD)、中央絶対偏差(MAD)を算出

⇒N(MD, MAD)に従う正規乱数を付与（0で切断） 43
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データ作成の流れ

 元データから事前に推定した多項ロジットモデルにより
変数を逐次的に推測

 地域・性別・年齢から教育を推測
 地域・産業・年齢・教育から普段の仕事を推測
 地域・産業・年齢・教育・普段の仕事から住居の種類を推測

46

…

 地域・産業・年齢・教育・普段の仕事・住居の種類・
世帯年間収⼊・世帯家族類型からスポーツを１年間に⾏ったかを推測

 周辺分布の集計
（地域(2)×男⼥別(2)×年齢(4)）

 周辺分布に合う
55,308レコード
を⽣成

10～20代 30～40代 50～60代 70代～

３大都市圏

男性 662 4388 6352 2395 13797

女性 219 644 1214 964 3041

３大都市圏以外

男性 1422 8289 14130 6847 30688

女性 567 1495 2718 3002 7782

合計 2870 14816 24414 13208 55308

年齢
合計

 社会⽣活基本調査・匿名データ
 時点︓平成18年(2006年)
 サイズ︓55,308レコード（※「世帯主」に限定）
 変数︓（※全て離散変数、適宜・カテゴリを統合）

・地域（３⼤都市圏 or それ以外）
・世帯主の性別（男⼥）
・世帯主の年齢（10〜20代、30〜40代、50〜60代、70代〜）
・教育（⼤卒（院卒） 、⾼卒、その他、不詳）
・ふだんの仕事（有業、有業以外、不詳）
・住居の種類（持ち家、持ち家以外、不詳）
・世帯年間収⼊（〜299、300〜499、500〜999、1000万円〜）
・世帯家族類型（夫婦のみ、夫婦と⼦供、単⾝、その他）
・スポーツ（１年間に⾏ったか）

（※⽋測値（不詳）がある場合、ひとつのカテゴリとして扱う） 45

合成データの試作②（世帯データ）
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モデルの推定結果
 スポーツを１年間に⾏ったかを推測するモデル

48※「住居の種類」の符号が逆になっている

【元データ】 【疑似データ】

試⾏データの作成結果
 教育

 ふだんの仕事

47

【レコード数】 大卒（院卒） 高卒 その他 不詳 合計

元データ 10876 24823 19078 531 55308

疑似データ 10765 24992 19044 507 55308

【構成比】 大卒（院卒） 高卒 その他 不詳 合計

元データ 0.20 0.45 0.34 0.01 1.00

疑似データ 0.19 0.45 0 34 0 01 1.00

【レコード数】 有業 有業以外 不詳 合計

元データ 38840 16311 157 55308

疑似データ 38767 16410 131 55308

【構成比】 有業 有業以外 不詳 合計

元データ 0.70 0.29 0.003 1.00

疑似データ 0 70 0 30 0 002 1.00

 スポーツ
（１年間に⾏ったか）

【レコード数】 ～299万円 不詳 合計

元データ 20433 34875 55308

疑似データ 20469 34839 55308

【構成比】 ～299万円 不詳 合計

元データ 0.37 0.63 1.00

疑似データ 0.37 0.63 1.00
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試⾏データの作成結果

50

消費⽀出【対数変換】 勤め先からの年間収⼊【対数変換】

試⾏データの作成結果

49

性別×企業規模×産業

性別×配偶者の有無
×就業状態
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試⾏データの作成結果（重回帰）

52

元データ 疑似データ
              Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)     

(Intercept)  5.3042608  0.2785009  19.046  < 2e-16 *** 

Z12         -0.2192660  0.1082281  -2.026 0.042771 *   

Z13          0.3955380  0.0972899   4.066 4.80e-05 *** 

Z14         -0.4114895  0.1140827  -3.607 0.000310 *** 

Z15          0.3152534  0.1043993   3.020 0.002531 **  

Z16          0.0922148  0.1019377   0.905 0.365670     

Z17          0.0435758  0.1107599   0.393 0.694006     

Z18          0.0803025  0.1179236   0.681 0.495892     

Z19         -0.2566035  0.1046895  -2.451 0.014244 *   

Z110        -0.4714310  0.1732584  -2.721 0.006510 **  

Z22          0.2439973  0.0735702   3.317 0.000912 *** 

Z32          0.2971309  0.1078599   2.755 0.005874 **  

Z33          0.2794460  0.1058313   2.640 0.008280 **  

Z34          0.1978005  0.1074093   1.842 0.065543 .   

Z35         -0.1904031  0.1117055  -1.705 0.088289 .   

Z36         -0.7043135  0.1274303  -5.527 3.27e-08 *** 

Z37         -0.9169362  0.2066963  -4.436 9.17e-06 *** 

Z42          0.1968463  0.0998924   1.971 0.048775 *   

Z43          0.2713522  0.1037179   2.616 0.008892 **  

Z44          0.2527787  0.1077130   2.347 0.018939 *   

Z45          0.2385613  0.1180656   2.021 0.043326 *   

Z46          0.2562447  0.1459841   1.755 0.079213 .   

Z47          0.2971693  0.2111790   1.407 0.159374     

Z48          0.4648622  0.3509302   1.325 0.185288     

Z52         -0.8472326  0.0731720 -11.579  < 2e-16 *** 

Z62         -0.3227735  0.0656426  -4.917 8.80e-07 *** 

Z63         -0.2235163  0.1673797  -1.335 0.181754     

Z64         -0.0400826  0.1044182  -0.384 0.701079     

Z65          0.1848263  0.0820440   2.253 0.024276 *   

Z66         -0.0404274  0.0960634  -0.421 0.673872     

Z72          0.2706005  0.0881643   3.069 0.002146 **  

Z73          0.4845627  0.0892113   5.432 5.60e-08 *** 

Z74          0.6991325  0.1097424   6.371 1.89e-10 *** 

Z75          0.9213098  0.0947511   9.723  < 2e-16 *** 

Z84          0.5009367  0.0936595   5.348 8.89e-08 *** 

Z85          0.5662146  0.0925616   6.117 9.56e-10 *** 

Z86          0.7269883  0.2082851   3.490 0.000483 *** 

Z87          1.1026582  0.1238566   8.903  < 2e-16 *** 

Z88          0.4007701  0.1068353   3.751 0.000176 *** 

 Estimate Std. Error t value Pr(>|t|)     

(Intercept)  5.694740   0.316520  17.992  < 2e-16 *** 

Z12         -0.266156   0.109861  -2.423 0.015410 *   

Z13          0.389798   0.098180   3.970 7.18e-05 *** 

Z14         -0.493881   0.117038  -4.220 2.45e-05 *** 

Z15          0.209577   0.106107   1.975 0.048254 *   

Z16          0.157249   0.103282   1.523 0.127881     

Z17         -0.076510   0.112507  -0.680 0.496479     

Z18         -0.049666   0.119950  -0.414 0.678838     

Z19         -0.385699   0.106062  -3.637 0.000276 *** 

Z110        -0.568671   0.172262  -3.301 0.000963 *** 

Z22          0.362801   0.073999   4.903 9.47e-07 *** 

Z32          0.346913   0.112770   3.076 0.002097 **  

Z33          0.248045   0.110093   2.253 0.024258 *   

Z34          0.180184   0.111112   1.622 0.104884     

Z35         -0.175374   0.114898  -1.526 0.126929     

Z36         -0.808824   0.129556  -6.243 4.31e-10 *** 

Z37         -1.286637   0.208413  -6.174 6.71e-10 *** 

Z42          0.536457   0.102510   5.233 1.67e-07 *** 

Z43          0.614029   0.108448   5.662 1.50e-08 *** 

Z44          0.595543   0.112416   5.298 1.18e-07 *** 

Z45          0.529428   0.124176   4.264 2.01e-05 *** 

Z46          0.674305   0.154991   4.351 1.36e-05 *** 

Z47          0.510055   0.213328   2.391 0.016807 *   

Z48          0.722164   0.374500   1.928 0.053816 .   

Z52         -0.754937   0.076522  -9.866  < 2e-16 *** 

Z62         -0.246016   0.062775  -3.919 8.90e-05 *** 

Z63         -0.130401   0.191808  -0.680 0.496601     

Z64         -0.194687   0.113083  -1.722 0.085141 .   

Z65         -0.027568   0.088313  -0.312 0.754923     

Z66         -0.165956   0.102336  -1.622 0.104877     

Z72          0.352843   0.095653   3.689 0.000225 *** 

Z73          0.621744   0.096205   6.463 1.03e-10 *** 

Z74          0.801333   0.116996   6.849 7.47e-12 *** 

Z75          1.068675   0.100855  10.596  < 2e-16 *** 

Z84          0.337668   0.087979   3.838 0.000124 *** 

Z85          0.449586   0.081817   5.495 3.92e-08 *** 

Z86          0.534854   0.177246   3.018 0.002549 **  

Z87          0.942788   0.119865   7.865 3.72e-15 *** 

Z88          0.270012   0.101107   2.671 0.007574 **  

試⾏データの作成結果

51

住居の延べ床⾯積【対数変換】 貯蓄現在⾼【対数変換】
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１．⾃⼰紹介・本⽇の講演概要
２．公的統計ミクロデータの概要
３．合成データ（Synthetic Data）の概要
４．合成データの作成の事例
５．合成データの活⽤可能性

54

試⾏データの作成結果（決定⽊）

53

元データ

疑似データ
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公的統計分野における合成データの活⽤可能性

 公的統計分野への活⽤可能性
○教育・研修⽤データ
・データのイメージ把握
・公的統計の学習⽤データ

○開発・検証⽤データ
・アプリ開発のテスト⽤データ
・集計プログラムのテスト⽤データ
・⽋測値補完の⼿法検証⽤のデータ

55
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＜＜資資料料編編＞＞  

  

資資料料 22--22    主主催催講講演演  

「「産産業業連連関関表表かからら供供給給・・使使用表表へへ」」  

((法法政政大学学経経済済学学部部・・日本本統統計計研研究究所所  教教授授  菅菅  幹幹雄雄))  

    





産産業業連連関関表表とと供供給給・・使使⽤⽤表表
• 我が国では半世紀以上，産業連関表を推計してきました．しかしいま，産業連関表から
供給・使⽤表へと移⾏しつつあります．この２つの表は⼀体，何が違うのでしょうか．

• 産業連関表は経済波及効果の計算を⽬的に作成されてきました．我が国では，計算結果
が新聞記事になるほど，「経済波及効果」という⾔葉がなじみのあるものになっていま
す．それらの計算結果はもれなく産業連関表を⽤いた分析（産業連関分析）によって⾏
われたものです．

• ⼤阪・関⻄万博の経済波及効果-最新データを踏まえた試算と拡張万博の経済効果
• https://www.city.osaka.lg.jp/banpakusuishin/cmsfiles/contents/0000564/564186/shiryou_0129.pdf

• 我が国の中央省庁の統計関係者は多⼤なる熱意と労⼒をかけて産業連関表を推計してき
ました．したがって，その精度については各⽅⾯から⾼い信頼が寄せられてきました．
国⺠経済計算，すなわち国内総⽣産（GDP）の推計にも，産業連関表が使われるように
なりました．GDPは国で⼀番重要な経済指標です．その推計が産業連関表に⼤きく依存
するようになったのです．

• ただし，悩みも出て来ました．産業連関表は経済波及効果の計算を⽬的に作成されてき
たので，国⺠経済計算の推計には不都合な部分もあったのです．そこで，より国⺠経済
計算の推計に適した表が欲しいという要望が出てきました．こうして出来たのが供給・
使⽤表です．

産産業業連連関関表表かからら供供給給・・使使⽤⽤表表へへ

法政⼤学経済学部・⽇本統計研究所
菅 幹雄
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農家→ →粉屋→ →パン屋→ →消費者 

表１ 取引を⽰す表
農家 粉屋 パン屋 消費者

⼩⻨
⼩⻨粉
パン

表２ 架空の数字を⼊れた表
農家 粉屋 パン屋 消費者

⼩⻨ 20
⼩⻨粉 50
パン 100

簡簡単単なな架架空空ののパパンンのの例例

農家→（⼩⻨）→粉屋→（⼩⻨粉）→パン屋→（パン）→消費者 

（70）



• 表３にある農家を⼩⻨，粉
屋を⼩⻨粉，パン屋をパン
にそれぞれ読み替えてみま
しょう．

• また⾏合計は売上と⼀致す
るので，「売上」と読み替
えましょう．

• そうすると表４のようにな
ります．これが「産業連関
表」です．

• ⾏も列も⽣産物ですので，
「⽣産物×⽣産物表」とも
呼びます．

表３ 使⽤表
農家 粉屋 パン屋 消費者 ⾏合計

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 100 100
付加価値 20 30 50
売上 20 50 100

表４  産業連関表
⼩⻨ ⼩⻨粉 パン 消費者 売上

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 100 100
付加価値 20 30 50
売上 20 50 100

産業

⽣産物

⽣
産
物

⽣
産
物

• 表２の⼩⻨を⾏⽅向に合計し
ます．

• そうすると⼩⻨の⾏合計は農
家の売上と⼀致します．

• 同様に⼩⻨粉の⾏合計は粉屋
の売上に，パンの⾏合計はパ
ン屋の売上に⼀致します．

• これが「使⽤表」です．
• ⾏が⽣産物，列が産業なので，
「⽣産物×産業表」とも呼ば
れます．

表２ 架空の数字を⼊れた表
農家 粉屋 パン屋 消費者

⼩⻨ 20
⼩⻨粉 50
パン 100

表３ 使⽤表
農家 粉屋 パン屋 消費者 ⾏合計

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 100 100
付加価値 20 30 50
売上 20 50 100

産業

⽣
産
物

（71）



表５ 供給表
農家 粉屋 パン屋 ⾏合計

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 100 100
列合計 20 50 100 170

表６ 副業がある供給表
農家 粉屋 パ 屋 ⾏合計

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 10 90 100
列合計 30 50 90 170

• 実際の経済はもっと複雑です．
各産業では「副業」を⾏ってい
るからです．

• 農家がパンを作って売っている
こともあります．

• いま市場に供給されているパン
100円のうち，パン屋は90円し
か作っておらず，実は農家が副
業としてパンを作っており，市
場に10円で供給しているとし
ましょう．

• そうすると供給表は表６のよう
になります．

表５ 供給表
農家 粉屋 パン屋 ⾏合計

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 100 100
列合計 20 50 100 170

• ⼀⽅，農家は⼩⻨を20円，
粉屋は⼩⻨粉を50円，パ
ン屋はパンを100円，市場
に供給しています（表
５）．

• これが「供給・使⽤表」
のうちの「供給表」です．

• 左から右へみると⽣産物
（⼩⻨，⼩⻨粉，パン）
がどの産業（農家，粉屋，
パン屋）により供給され
たか，上から下へみると
産業（農家，粉屋，パン
屋）がどの商品（⼩⻨，
⼩⻨粉，パン）を供給し
たかがわかる表となって
います．

⽣
産
物

産業
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表４  産業連関表
⼩⻨ ⼩⻨粉 パン 消費者 売上

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 100 100
付加価値 20 30 50
売上 20 50 100

• ところが，農家が副業でパンを
作って売っても，産業連関表は
表４のまま変わりません．

• 産業連関表の⼀番上のタイトル
の項⽬の「パン」に相当するの
が，「パン屋」に加えパンを
作っている「農家」が⼊るから
です．

• すなわち「⽣産物×⽣産物」の
表であり，パンの供給は100円
のままだからです．

⽣産物

⽣
産
物

表６ 副業がある供給表
農家 粉屋 パン屋 ⾏合計

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 50 50
パン 10 90 100
列合計 30 50 90 170

表７ 副業がある使⽤表
農家 粉屋 パン屋 消費者 ⾏合計

⼩⻨ 20 20
⼩⻨粉 5   45 50
パン 100 100
付加価値 25 30 45
売上 30 50 90

• 農家は粉屋から⼩⻨粉を買わない
とパンを作れません．

• 農家のパンの売上10円のうち５
円分を粉屋からの⼩⻨粉購⼊代⾦，
⼀⽅でパン屋の売上90円のうち
45円分が粉屋からの⼩⻨粉購⼊
代⾦だとすると，使⽤表は表７の
ように変わります．

• このとき表６の⾏合計と表７の⾏
合計，表６の列合計と表７の売上
は⼀致します．

• これを「バランスがとれた状態」
と呼びます．
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表９  2020年供給表（左半分，単位：兆円）
  第１次産業 第２次産業 第３次産業 国内⽣産額
農林⽔産品 12 0 0 12
鉱産品、製造品、建設 0 340 9 348
その他の⽣産物 0 9 658 667
産出 13 349 666 1028

業１０ 2020年供給表（右半分，単位：兆円）
  輸⼊、輸⼊品商

品税・関税
総供給

（⽣産者価格）
運賃・商業
マージン

総供給
（購⼊者価格）

農林⽔産品 2 15 6 21
鉱産品、製造品、建設 75 423 96 519
その他の⽣産物 16 683 -102 581
産出 93 1121 0 1121

（注）１兆円未満を四捨五⼊して表⽰しているので，合計と内訳の計は必ずしも⼀致しません．
（出所）総務省「令和２年（2020年）産業連関表」に基づき著者作成．

表８  2020年使⽤表（⽣産者価格，単位：兆円）
  第１次産業 第２次産業 第３次産業 国内最終需要 輸出 総使⽤

（⽣産者価格）

農林⽔産品 2 7 1 4 0 15
鉱産品、製造品、建設 3 146 58 160 57 423
その他の⽣産物 2 60 187 408 26 683
粗付加価値部⾨計 6 135 420
国内⽣産額 13 349 666

（注）１兆円未満を四捨五⼊して表⽰しているので，合計と内訳の計は必ずしも⼀致しません．
（出所）総務省「令和２年（2020年）産業連関表」に基づき著者作成．
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• 経済波及効果の計算には，⽣産物×⽣産物表が必要です．
• 産業連関表であれば，そのまま経済波及効果の計算ができます．
• 供給・使⽤表の場合は，それから⽣産物×⽣産物表に変換する作業が必要になり
ます．

• そこで我が国では伝統的に直接，⽣産物×⽣産物表を推計してきました．
• ところが実際に収集できるデータの⼤半は産業別の統計調査結果です．
• 産業別の統計調査結果から作成するならば，供給・使⽤表の⽅がより⾃然です．
• そのため海外では供給・使⽤表を作成し，それから⽣産物×⽣産物表に変換する
⽅法が採⽤されてきました．

• 職⼈技を駆使して，直接，⽣産物×⽣産物表を推計することは，「ものづくりを
貴ぶ」我が国だったからできたと⾔えます．

• ⼀⽅で国⺠経済計算では，国際的には供給・使⽤表からGDPを推計するように
なり，その⼿法について国際的な基準が整備されていきました．

• 国⺠経済計算はもともとGDPの国際⽐較を重視しています．
• 我が国だけが特別なやり⽅で計算することは困るのです．
• 国⺠経済計算の関係者から供給・使⽤表への移⾏の要請があったのは当然でした．

表１１ 2020年産業連関表（単位：兆円）
  農林⽔産品 鉱産品、製造

品、建設
その他の⽣産物 国内最終需要 輸出 輸⼊、輸⼊品商

品税・関税 国内⽣産額

農林⽔産品 2 8 1 4 0 -2 12
鉱産品、製造品、建設 3 148 56 160 57 -75 349
その他の⽣産物 2 59 186 408 26 -16 665
粗付加価値 6 133 422
国内⽣産額 12 349 665

（注）１兆円未満を四捨五⼊して表⽰しているので，合計と内訳の計は必ずしも⼀致しません．
（出所）総務省「令和２年（2020年）産業連関表」に基づき著者作成．
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経経済済セセンンササスス‐‐活活動動調調査査のの開開始始
• 我が国では2012年に初めて調査がなされた「経済センサス-活動調査」の実現ま
で，全産業の経理事項を包括的に調査した全数調査（センサス）はありませんで
した．

• 全産業を対象とした「事業所・企業統計調査」がありましたが，同調査は経理事
項を⼀部しか調査していませんでした．

• それでも問題がなかったのは，我が国の経済が製造業中⼼であったからです．
• 当時のサービス産業は，製造業に付随するものが多く，製造業の動向と連動して
いました．かつそれらの産業は⾏政の強い規制の下に置かれていましたから，⾏
政記録からも情報が⼊⼿できたのです．

• どのような産業連関表あるいはSUTが作成可能かは，その基礎となる統計
調査・資料に依存します．

• 我が国では産業連関表，欧⽶諸国ではまずSUTというように体系が異なっ
ていたのは，その基礎となる産業を対象とする統計調査たる産業統計が欧
⽶諸国とそもそも異なっていたからでした．

• 我が国において産業連関表からSUTへの移⾏するためには，我が国の産業
統計を変えていくことが必要でした．

• 2012年には経済センサス-活動調査が開始されたことにより，これまで⼗
分でなかったサービス産業のデータが⼤幅に拡充されました．

• 2019年には経済構造実態調査が開始され，それに伴い特定サービス産業
実態調査，商業統計調査が廃⽌されました．

• 2022年には⼯業統計調査も経済構造実態調査に包摂されました．
• 産業連関表からSUTへの移⾏は，こうした産業統計の再編があって始めて
実現したものなのです．
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• ただし，これを可能にするためには企業と事業所の関係を正確に紐づける必要が
あり，そのために企業組織に関する調査が事前に実施され，その結果が事業所⺟
集団データベース（ビジネスレジスター）に格納されました．

• こうして実現した「経済センサス-活動調査」はそれまでの統計調査にはない特
徴があります．

• 第⼀に，全産業分野の売上（収⼊）⾦額や費⽤などの経理項⽬を同⼀時点で網羅
的に把握する調査であることです．

• これまでは各種の統計資料をパッチワークのようにつなぎあわせて作成してきた
ので，重複や隙間（ニッチ）がある可能性が排除できませんでした．その意味で，
同⼀時点に網羅的に把握することは，その調査結果に基づいて作成される産業連
関表の精度向上につながりました．

• 第⼆に，事業所単位で記⼊可能な産業については事業所単位で，記⼊が難しい産
業については企業単位で調査していることです．

• これにより報告者は無理のない数値を記⼊できるようになり，統計数値の信頼性
向上につながりました．

• ところが，1990年代以降，我が国の製造業が海外に⽣産拠点を
移し（所謂「空洞化」），かつ個⼈消費におけるサービスへの
⽀出が増えると，サービス産業の統計調査の拡充が必要になり
ました．

• また，新しいタイプのサービス活動が増えてきました．
• そのために企画されたのが「経済センサス-活動調査」でしたが，
実現までには10年近い時間がかかりました．

• 製造業では有効であった調査⼿法が，サービス産業には⻭が⽴
たなかったのです．製造業の場合は事業所（⼯場）単位で経理
がなされていましたが，サービス産業の場合は事業所単位で経
理がなされていない企業が多くあり，事業所単位では調査票に
記⼊できなかったのです．

• ⽶国の経済センサスの調査⽅法に関する研究を参考に検討を重
ねた末，「経済センサス-活動調査」では，事業所単位で記⼊可
能な産業（例えば「製造業」，「商業」）については事業所単
位で，ネットワーク産業など記⼊が難しい産業（例えば「⾦融
業，保険業」，「運輸業，郵便業」，「通信業」）は企業単位
で調査し，事後的に編集することになりました．
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出所）総務省統計局HP，https://www.stat.go.jp/data/e-census/guide/about/sankou_keizai.html

• さらに⼤きかったことは，令和３年（2021年）調査では新しく策定された⽣産
物分類に基づいて副業の⽣産構造を把握するための調査品⽬が追加されたこと
です．

• これにより供給表を作成するためのデータが⼊⼿できるようになりました．
• このように全産業分野の売上（収⼊）⾦額や費⽤などの経理項⽬を同⼀時点で網
羅的に把握する調査が実現したことにより，我が国では困難とされてきたSUTの
推計が可能になったのです．
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• SUTが国際標準の表であることから，欧⽶諸国にあわせていくような⽅向
で産業統計の再編が進められ，2025年現在，ほぼ完了しています．

• その⽅向性は⾏政記録情報→事業所⺟集団データベース（ビジネスレジス
ター）→経済センサス-活動調査→経済構造実態調査（年次産業統計調
査）という⼀つの流れに束ねるものであって，SUTはその終着点です．

• 2029年には2025年を対象年とする全産業のSUT，産業連関表が公表され
ます．

• その頃には，我が国の産業統計体系はかなりすっきりとしたものになると
思います．
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